


若者サポーターズパーティー２０１６ ご協力のお願い 

“誰もが進みたい道へ”の実現に向けて動き出した若者を⽀えるため、資⾦を集める 

パーティーを“今年もまた”ひらきます 

はじめに 
 どこに生まれようと、子どもたちには、自分の可能性を充分に伸ばす機会が、平等にあって当然です。でも、残念ながら⽇本の現状
はそうではありません。今、中学校卒業時点での進路が、その後の⼈生に与える影響が大きくなっています。それとは裏腹に、家庭の
経済状況によって、子どもたちの進路が決まってしまうことも起こっています。 
 しかも、中学時代は、心が揺れ動く思春期の真っただ中ですから、「将来のために」というおとなのアドバイスを素直に受けとめられず、
後悔した時には、おそいという子どもたちもいます。 

動き出した若者たち 
 どこに生まれたかで進路が決まるのではなく“誰もが自分の進みたい道にすすめるように” 
子どもたちに、無料で勉強を教える『学びサポート』というボランティア活動を始めた高校生がいます。2011 年、春のことです。 
 「“貧困の連鎖”をなくすために」高校生は、自分たちの活動をそう説明しています。「ささやかな一歩だけれど、できることを、今始め
るのだ」と。 
 そんな高校生（今はもう大学生になりました）に少しでも、“おとなからの「ありがとう」を伝えるため”、2013 年から３回、資⾦集
めのパーティーを開きました。 

パーティーの収益は 
 そのパーティーの収益は合わせて８０万円を超え、再出発を誓う若者の⽀援にも使われました。中学卒業後、事情があって高校
に進めなかった少⼥がいます。３年働いた後、彼⼥は『高校卒業資格認定試験』を受験するという決意をしました。そして一昨年の
夏、ついにすべての単位を取得し、大学受験資格を取得しました。その勉強のため、どうしても直前の１週間は仕事を休む必要があ
りました。減ってしまう収⼊を補う『奨学⾦』として無利子でその資⾦を提供することができました。 
 さらに昨年は、ＮＧＯの高校生大学生の希望により、東京外国語大学で学ぶ外国⼈留学生を招き、英会話の勉強会を開く費
用にも充填することができました。 

 再出発した若者たち 
 ２０１２年『学びサポート』で勉強を習い、高校に進んだ若者が３⼈いました。そのうちの１⼈は高校１年の夏、夜間の定時
制から全⽇制高校への転学を果たし、今年、高校卒業後の進路も決定しました。“あきらめずに努⼒すれば思いはかなう”『学びサ
ポート』で先輩から勉強を習ったことが彼を大きく変えたのです。 
 また、１⼈は、残念ながら高校を中退してしまいましたが、翌年別の高校に⼊学し、現在は、サッカー部の部⻑として、活躍しています。 
 再出発した彼らは、後に続く若者への希望となっています。 

 世代を超えた支え合い 
“一度つまずいた若者が、いつでも、何度でもやり直せる社会にしたい、それを調布から始めたい”そんな思いを語り合う出会いの場に
なれば、と願って、このパーティーを、続けてきました。 
 そして昨年、調布でも「子ども・若者総合⽀援事業」がスタートしました。 
そこにも、子どもたちを温かく⾒守る⼈と⼈の繋がりが活かされています。このパーティーをきっかけに、さらに子どもたちを⽀える⼈の輪
が広がることを願ってやみません。 
 今年も、ご協⼒をどうぞよろしくお願いします。 
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